
大雪山の素顔
初夏に咲くミズバショウ
　僕が大雪山を初めて訪れたのは、22歳の７月でし
た。関西で生まれ育った僕にとっては、大雪山はま
さに外国でした。大阪では既に連日30℃を超えてい
るにも関わらず、ここには多くの雪が残り、まだ芽
吹いたばかりの高山植物が咲き乱れ、本当に同じ日
本なのかと大きく感動したことをはっきりと覚えて
います。
　夏の大雪山を訪れる多くの登山者にとって、最大
の目的は日本一ともいえる高山植物の群落でしょう。
大雪山は、低温、多雪、強風など、人間が生きてい
くには最悪ともいえる自然環境が、逆に多くの高山
植物群落をつくる環境を生み出しています。
　冬に降る多くの雪は、北海道で生活する人には、
何の利益も生み出さない「邪魔者」という思いの人
も多いでしょう。しかし山に残る多量の雪が、北海
道の植物や動物、また人間の社会生活も潤し、梅雨
のない北海道に、かけがえのない水資源を生みだし
ていることを忘れてはならないと思います。
　今年の高原温泉は特に残雪が多く、例年６月に咲
くミズバショウも、ようやく７月に入って見ごろと

なりました。
　 ミ ズ バ
ショウは北
海道ではご
く普通に見
られますが、
道外では日
本海側の多
雪地域、ほ
かにシベリア東部やサハリン、千島列島などで生育
し、世界的にはそれほど多くの地域で見られる花で
はありません。
　現時点では、大雪山ではミズバショウの生育に衰
退は見られませんが、今後の気候変動によって乾燥
化が進むと、湿地を好むミズバショウは瞬く間に減
少していくでしょう。大雪山の類いまれなる自然環
境が生み出した日本一遅いミズバショウ群落を高原
温泉に見に行きませんか？
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